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今日の学研都市線 
ＪＲ宝塚線（福知山線）→学研都市線（片町線・奈良線） 



今日の富士山 



奈良斑鳩・法隆寺金堂 

今朝の新幹線の窓からの富士山 



奈良斑鳩・法隆寺金堂柱 

今朝の新幹線の窓からの富士山 



前回の復習 



繊維産業の構造図 



繊維産業貿易の推移１ 



繊維産業貿易の推移２ 
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アパレル輸入の推移 

アパレル輸入
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中小企業投資件数 



前回の復習 

おわり 



電子部品産業の海外生産を考える 



                                                              

スイッチ・ブレーカー・センサー  
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 アレスタ・サイリスタ  

                 

 

コネクター・リレー・ケーブル 

電子部品 



電子工業製品分類 



電子部品種類 



エレクトロニクス産業は日本の産業のなかで 

最も海外展開が進んだ分野 

 

１９８０年以後海外生産比率を急テンポで上昇、 

海外生産と国内生産を一体化した生産体制を 

 構築 

テーマの概要１ 



アジア各国では、 

     雇用、輸出面で比重が大きい産業 

     輸出加工区を形成 

 

日系電気機械メーカーの在外法人 

 １２７８件のうち、６割７６２件がアジア（１９９５
年） 
 

進出先： 
  ８０年代半ばにＮＩＥＳからＡＳＥＡＮ４に、 

  ９０年代にＡＳＥＡＮ４から中国へ移動 
 ＮＩＥＳ：韓国、台湾、香港、シンガポール 

 ＡＳＥＡＮ４：タイ、インドネシア、マレーシア、フィリッピン 

テーマの概要２ 



海外生産の歴史  

海外生産の歴史１ 

１９７９年まで 

  輸入代替と労働集約型製品の海外生産 

  台湾のシェアが３２％と大きい。 

  輸入代替工業化による市場確保、  

  輸出競争力回復のために低賃金へ 

   

  台湾に続き、 

    韓国、フィリッピン、マレーシア 

      輸出加工区を作る 

  米系メーカーが先行した 



海外生産の歴史  

海外生産の歴史２ 

１９８０から８５年 

  貿易摩擦により、迂回輸出に、 

  マレーシアで米国向けカラーＴＶ生産 

  ７割がＮＩＥＳに向かう、 

  シンガポールが３２％占める最大の投資先 



海外生産の歴史  

海外生産の歴史３ 

１９８６年から９０年 

 円高で、投資が増加。ＮＩＥＳ、ＡＳＥＡＮ４へ 

 ８６年から８７年は韓国、台湾 

 ８８年から９０年はタイ、マレーシア 

 その期間中の最大は タイ、全体の１９．８％、 

 

 完成品メーカーの要請で、 

     あるいは市場の将来性を見越して。 

 現在のエレクトロ二クス製品の 

 「世界の工場」としてのアジアの原型が形成 
された時期 



海外生産の歴史  

海外生産の歴史４ 

１９９１年から９５年 
  中国の台頭 
  対ＮＩＥＳ投資シェアの低下と、 
     対中国投資の急増 
   
  フィリッピン、インドネシアも出てくる。 
   
  中国投資の急増は、 
   国内での販路作りを重視した投資が多い。  



海外生産比率 

国内エレクトロ二クス産業の構造変化： 
 海外生産比率 
  １９８５年   ７．４％ 
  １９９３年  １２．６％  
  １９９５年  １６．８％ 
 
海外拠点を持つ企業の海外生産比率 
  １９９５年度  ３３．１％   



カラーＴＶ 

カラーＴＶの海外生産比率 

  １９８４年に４０％超 

  １９８８年に逆転 

  １９９６年８７％。 

 

  内需に対する輸入品依存度 

                ４２．６％（１９９６年） 



ＶＴＲ 

  ＶＴＲ 

   日系メーカの独壇場 シェア１９８６年８割 

   貿易摩擦で海外生産へ 
   海外生産比率 

    １９８８年 １４．５％ 

    １９９４年 ５３．３％ 

    １９９６年 ６７．７％。 

   在外法人からの逆輸入が増加。 

       輸入依存度 ４０％（９６年） 
 

   韓国が生産の９割を輸出 

   韓国８３６万台、日本７１３万台（９７年） 



テレビ・ＶＴＲ海外生産 



海外生産統計 



サプライヤー 

サプライヤーの構造 

 完成品メーカーへの供給 

 

 購入品： 
  電子部品等、継続的に生産され、 

  品番で管理されている市販品 

 

 外注品： 
   顧客仕様、特注品、汎用性なし 



調達の流れ 



購入品・外注品 

購入品サプライヤー： 
    大企業が多い 
 
外注品サプライヤー： 
    規模は相対的に小さいものが多い。 
     専門業者： 
       プラスチック成型、金属プレス、 
       金型製造、表面処理 
       加工外注、 組立外注  



外注品とサプライヤー 

外注品： 
 サプライヤーが企画・設計段階から関与 
 サプライヤーの設計能力が重視される 
 
セットメーカーとサプライヤーの取引関係 
   流動的、基幹部品の内製度合いが高い。  
 
外注品のカスタム性が高いメーカーほど、 
       取引が長期化、関係が密である  



中小規模のサプライヤー 

中小規模のサプライヤー： 
       外注品メーカーとして活動  
 
電気機械産業： 
  ２９８２６社のうち、 
   中小企業比率は９６．８％ 
      小企業が５８．２％ 
      中企業が３８．６％  （１９９６年） 
 
電気産業のアジア進出に占める 
     中小企業の比率は２割弱   



サプライヤーの海外進出 

サプライヤーの海外進出理由 

１）セットメーカーへの追随 
２）要請がなくても、現地市場の将来性をみて 
３）国内で取引がなくても、顧客への食い込み。 
 

複数拠点を持つ：市場立地で、 

  一定規模の需要が見込まれる市場に進出 

 
７割以上の企業で、国内の雇用数を海外の雇
用数が上回る。 



アジア域内の発達 

アジア域内の産業内貿易発達 
 
近隣諸国間で中間財を供給しあう 
産業内貿易が発達し、 
アジア域内調達比率が高くなっている。 
 
主力工場向け部品を現地生産化し、 
海外生産に  
 
ＮＩＥＳ  から ＡＳＥＡＮ４ へ 
中国へ   さらに  インドへ 



電子部品メーカーの分業体制 



現地生産対応 

ＡＶ機器のモデルチェンジは年１回、 

 クリスマス商戦 
企画・設計にたいして、 

 試作品の迅速な提出、現地でやり取り。 

 現地での対応を求められる。 
  

 サプライヤーの設計能力： 
  コスト削減へ、 

  良い提案はセットメーカーの評価を 

  上げる。 



サプライヤーの問題点 

サプライヤーの問題点 

 

技術・技能面の基盤は国内にある。 

 

経営資源をどう配分するか、 

 生産を海外に集約して、 

 国内は非製造機能に特化 

 

技能水準の向上には 

  生産現場から切り離せない。 

国内に技術基盤を残すためには、 

 ある程度の生産活動を行っていることが必要 



最近の動き中国投資 



中国投資の内容 



ベトナム進出 



日本電産アジア展開 



国内生産 



工場新設国内回帰 



薄型テレビ提携図 



デジタル素材シェア 



掃除機生産の帰国 



アナログ投資 

ブラウン管テレビ製造 ユニデン 中国で 

  アナログへの投資 

     成熟市場こそ金の卵 



今週の元気企業 

今朝の新幹線の窓からの富士山 

ナカン 

  特殊印刷機製造 

  液晶配向膜印刷技術 



ビデオ鑑賞 

ガイアの夜明け 

  さらば親会社 

      工場独立への挑戦 

ＴＶ東京：２００４年８月１０日放送 

                  ２３分 

ユニクロ.mpg
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